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力ンテンダコ

Haliphron atlanticus Steenstrup， 1852 

KPM-NG0020234 

A:全体(オレンジ色のスケーノレは 50

センチメートル);B:基部の吸盤の拡大，

C:眼の拡大.

佐藤武宏撮影

さとうたけひろ

佐藤武宏(学芸員)

水産総合研究所相模湾試験場は、

漁業者の方々と間近に接することが多

いため、 H寺々面白し、生きものを博物館

に紹介してくれることがあります。

その試験場の石黒雄ーさんから電話

があったのは、 2002年 12月 20日のこ

とでした。真鶴の沖約 2キロメートルの

場所で、漁業者の方が水面に浮かん

でいた、 大きくて不思議なタコをすくい

上げ、たまたま近くにいた試験場の船

に渡してくれた、 としうのです。

このタコは全長が lメートノレに達する

大きな個体でした。博物館に持ち帰っ

て観察した結果、体が寒天質であるこ

と、傘11英が腕の先端近くまで発達して

しもこと、吸盤が基部で 1~IJ、端部で

2 ~IJ に並ぶことなどの特徴から、このタ

コをカンテンダコと同定しました。調べ

てみると、カンテンダコの採集記録や、

標本は極めて珍しし、ととがわかりました。

通常、 71<深数百メートルのやや深い場

所に生活してしもカンテンダコが、なぜ海

商を漂っていたのかはわかりません。しか

し、類い稀なる偶然の結果、博物館に

たど、りついた、とし、うことだけは確かです。

保存のためホルマリン水槽に収めました

が、寒天質なためか、しっかり固定されず、

今で、もフ。ノレンプルンとしています。
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丹沢山地とスイスアルプス

昨年の夏、アルプスの3名|峰モンプラ

ン、 マッターホノレン (写真)、 ユンク、、フ

ラウを見る観光ツアーに夫婦で参加して

きました。丹沢山地とアルプスは、プレー

トの動きによって衝突して出来た山地で

す。この機会に両者を比べてみたいと

思います。

1 )丹沢山地の地形と地質

谷を作ります。スイスは、 現在

も氷河がありますが、第四紀の

氷河期にほぼ全滅が氷河にお

おわれたので、今日のアノレプス

の険しい地形は、この氷河期に

形成されたものです。

しかし、アノレプス山地の高度 ぶ

は、第四紀氷河期の前から高

かったわけで、それはヨーロッ

いまなが いさむ

今永勇(学芸員)

丹沢山地の主だ、った|峰の梅抜高度

は、大山が 1254m、塔ノ岳が 1491m、

丹沢山が 1567m、蛭ヶ岳が 1673m、

檎洞丸が 1601mで、 1500m前後で、す。

この高度は、森林限界の内にあります。

丹沢山地の谷は、流水により浸食され

てできたV字谷をしています。

パ大陸とアフリカ大陸の断片の ~品11111111111 日地 1"， 9 ~ 7 1 

丹沢山地は、元はフィリピン海プレー

トに乗る伊豆一小笠原弧にあり、 フィリ

ピン海プレートの北方向への移動によ

り、およそ 500万年前に丹沢の地塊が

本州弧に衝突し、さらに第四紀更新世

およそ 170万年前に丹沢地塊の後ろか

ら来た伊E半島の地塊が衝突し、丹沢

は押されて熔曲隆起し丹沢山地ができ

たのです。隆起した丹沢山地が雨水に

浸食され、その砕屑物が南側の海に堆

積して足柄層群になりました。丹沢山地

は、およそ 1500万年前の海底火山起

源の堆積物(丹沢層群)でできている

のですが、その南側に堆積した更新世

の足柄層群の磯岩層の上に逆断層での

りあげています(図 1)。

2)アルプスの地形と地質

アルプスは、ヨーロッパ大陸の南西部

に位置し、海抜高度が高く、氷河が高

所を覆い、谷は氷河の浸食を受けて出

来たU字谷をしています。氷河は、氷

河の両側の崖から落下した岩片と氷河

により削られた岩石の細片とが、研磨剤

のように氷河の底と両脇を削りU字型の

神縄断腕

図1丹沢山地の南北方向の模式断面図ー

アプリアプレート(現在のイタリ

ア、 ギリシャ、 ユーゴスラビアの

一部)との衝突によって隆起し

た摺曲山脈だからです。つぎに 図2スイスおよび周辺地域の地質桝造帯図

アノレプスの地質について、 見て

きたアルプスの3つの峰の例を

中心に紹介します。

モンプラン (4807m)は、雪に覆わ

れた白し、(プラン)山(モン)です。ヨー

ロッパアルプスの最高峰で、イタリーと

フランスの国境に位置し、 へ/レベティア

ン・アルプス(へ/レベティアはスイスを

意味するラテン名、 スイスアノレプ。スの変

動帯の内で押し被せ摺曲と街上断層が

最も激しい地帯)の花筒岩の基盤でで

きています(図 2)。モンプランの麓の

町シャモニーは、針のようなl峰に取り巻

かれています。童1-111条は、氷河の浸食作

用によるものですが、花関岩を取り巻く

古生代の片麻岩と結晶片岩の扇状に垂

直に近く立った構造(エグィ ・ノレージュ

地塊)が影響していると考えられます(図

3A)。

マッターホノレン (4478m)は、スイス・

イタリアの国境にあり、 マッターホノレンの

上半分はペニン ・アノレフ。スのデ、ンブ"ラン

シェ ・ナップに属する古生代結品片岩 ・

片麻岩とからできています(図 2)。ナッ

プは、押し被せ断層と押し被せ摺曲(横

臥摺曲)により地層が基盤の上を遠くま

で、滑って移動し、原地性の地層の上に

異地性の地層が乗る構造です。語源は

食卓のナップからきています。マッター

ホ/レンの下半分は、中生代の海洋底堆

積物が変成作用を受けてできた結晶片

岩とオフィオライト(海洋地殻とマントル

の断片)からできています。つまり、 古

生代の結晶片場と片麻岩からなるデン

フ、、ランシェ ・ナップが中生代の泥岩が変
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成作用を受けてできた結晶片岩と蛇紋

岩や緑色岩などのオフイオライトの上に

乗り上げています(図 36)。デンアーラン

シェナッフ。は、 南はイタリーのトリノの北

からマッターホルンを経て北はパイスホ

ノレン (4505m)まで延びています。 山

麓の町ツェルマットとマッターホノレン山頂

の高度差は、2.8kmもあります。 ツェ

ノレマットの町は、 白雲母片岩のような結

晶片岩などからできていて、浸食に対

し弱くツェルマットの深い谷が形成されて

います。

ユングフラウ(処女峰) (4158 m)は、

へ/レベティアン ・アノレプス(図 2)のアー

/レ地塊の片麻岩と花関岩のナップで、で、

きています(図 3C)。ユングフラウの北

側lにある岩壁で有名なアイガー (3970

m)は、ジュラ紀 ・白亜紀の石灰岩か

らできています。

アノレプスの地質構造の特徴は、 押し

被せ摺曲と押し被せ断層により古生代や

中世代の地層が何 10kmも水平方向に

移動して、それより新しい地層の上に積

み重なるナツフ

により地殻の厚みをi噌普し高い山脈が形成

されているのでで、す(図 4E日)。

3)アルプス形成の歴史

区14は、 アノレフ。スの地表地質-調査と

地震波による地殻構造の調査とから現

在の摺曲構造ができる以前の地質時代

の状況を復元したものです。図4をもち

いて説明すると次のようになります。ア
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写真 ツェノレマットの町から眺めたマッターホルン

大陸同士の衝突により出来ているのに

対し、 丹沢は島弧のフaロックが衝突して

いることです。またアノレフ。スと丹沢を作っ

ている地質の形成された時代が違いま

す。アルプスは古生代末期の地層から

第三紀漸新世までの地層が主に漸新世

(4千万年前-3千万年前)に造山運

動を受けているのに対して、丹沢山地

は第三紀中新世から鮮新世初期の地層

が更新世の 170万年間に摺由隆起して

できています。アルフ。スが海抜高度が

高く氷河による浸食を受けているのに対

して丹沢山地は、森林限界内にあり河

川の浸食によってで、きた地形で、す。

以上、アルフ。スと丹沢の地形と地質を

比べてみました。

大陸とアフリカ大陸に挟まれた

海の海底堆積物と海洋地殻が

押されて摺曲し、始新世から

漸新世に押し被せ摺曲が複雑

に形成され、地殻が激しく短

縮し隆起しました(図 4D)。ア

ノレプス山脈は漸新世以降隆起を続け浸

食され、北のモラッセ盆地に大量の砕

屑物を堆積しました。 アルプス山脈は、

雨水に浸食され、さらに第四紀の氷河

時代に氷河に浸食され、 現在の地形が

できたのです。

4)まとめ

アルプスの山地と丹沢山地と同じ点

は、地塊の衝突によりできた摺曲山地

であることです。違う点は、 アルブ3スが

デンプランンェナップ
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北北西

ノレフ。スの地史は、古生代の石炭紀 (3

億 6千万年前 2億 9千万年前)の

初めに北のローラシア大陸と南のゴンド

ワナ大陸が衝突し、地球上にパンゲア

と呼ぶ超大陸が出現した時まで遡れま

す。超大陸のドイツ ・スイスの付近は、

赤道に近くて熱帯から亜熱帯で、時に

陸上で砂岩(赤色砂岩)が堆積したり、

浅い海が広がっていたり、浅い海の海

水が蒸発して石膏、岩塩、硬石膏など

が堆積したり、浅い海にサンゴ礁ができ

て石灰岩を形成したりしていました。

ジュラ紀 (2億 8百万年前一 1億 4

千5百万年前)の初めになって超大陸

パンゲアが裂けて大西洋が聞き始めまし

た。それによってアフリカ大陸がヨーロツ

パ ・アメリカ大陸に対して東に移動し、

その結果ヨーロッパ ・アメリカ大陸とアフ

リカ大陸聞に張力が働き、海が聞きまし

た。ヘルベチアアノレフ。スの地域に大陸

起源砕屑物が堆積し、ジュラ紀中期に

ペニン ・アルプスの地域に炭酸塩岩と

深海軟泥を厚く堆積しました。 ジュラ紀

後期には大量の石灰岩を形成しました。

その海は、 図48に示すように北から南

へパリストラフ、 ブリアンソン海台そして

海洋底が拡大しているいるピーモントトラ

フがありました。 その後、 アフリカ大陸

が回転し、今まで聞いた海が逆に閉ざ

されていきました(図 4C)。ヨーロッパ

レノタンゑレJ
 
プ

I
l
-
-
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豆博士達の大活躍!

4月から“学芸員の腕自慢展"とし、う

企画展が催されています。学芸員たち

が、めいめい自分の得意な分野のトピッ

クを紹介して、楽しい空間になってい

ます。これに負けじと、 ライブラリー横

のコーナーで、は、学芸員の卵たち?に

よる作品を集めて“豆博士たちの大活

躍， "とし、うミニ展示を行っています(図

1 )。博物館の観察会や月例菌類調査

などに参加し、毎月のように博物館に

通っている小中学生 ・高校生の皆さん

が、夏休みや日々の合間に取り組んだ、

キノコや変形菌についての自由研究の

作品展です。以下にご紹介しましょう。

「きのこ調査・スーパーきのこマン」

小倉美紀さん (小田原市、小学3年)

小倉さんは、 2003年の夏休み前に

キノコを持ってお母さんと博物館にこら

れ、以後、妹の有紀さんとともに月例

調査の手伝いをしてくれています。夏

休みには家の近所で、見つかったキノコ

の記録をまとめ、 中学生の稲垣匠君の

レポートを参考にして、 自由研究を仕

上げました。また、 小倉さんはキノコの

マンガを描くのがとても上手で、 図書館

の講座で 「スーパーきのこマン」としづ

絵本を作りました。このお話しは、 その

後、連載マンガになり、毎月の続きを

みんなが楽しみしています。かわいらし

いキノコの面々がたくさん登場しますが、

このマンガを見た菌類の研究者たちも、

実際のキノコの特徴をよくとらえている!

と、 ファンになっています。

「ゼ二ゴケにはえるチャワンタケの観察」

ジポーリン周植君 (横浜市、小学3年)

昨年の 11月、身近な自然発見講

座で、ゼニゴ、ケを観察しました。 その

ときに、 カップのような形をした「杯状

体」としづ“むかご"の入れ物をみんな

で探しました。ところが、 ジポーリン君

は、杯状体とよく似た直径数ミリの小さ

な白い茶碗を発見しました。顕微鏡で

調べたところ、この白い茶碗は、チャワ

ンタケとしヴキノコの仲間(ズキンタケ目

Blyoscyphus属の一種)だとし、うことがわ

かりました。ゼ、ニゴ‘ケに生えるチャワンタ

ケは、 日本では記録がなく、 ヨーロッパ

から数例知られるだけの珍しい菌です。

ジポーリン君はその後、ゼ‘ニゴ、ケとチャ

ワンタケの関係について、ユニークなレ

ポートをまとめました。また、 モップや

靴ベラを使って作ったゼニゴ、ケとチャワ

ンタケの巨大な拡大模型は迫力満点で

す。

「毒キノコ図鑑J

大下航平君 (平塚市、小学4年)

大下君は、 2001年秋の博物館のきの

こウォッチングに参加して以来、毎月欠

かさずに月例菌類相調査に通っている

常連メンバーで、す。ときどきいたずらもし

ますが、持ち前の明るさで、 ボランティ

ア調査グノレープのみんなを楽しませてく

れます。 土砂降りの中での調査では熱

を出して寝込んでしまいましたが、 めげ

ずに手伝いを続けてくれています。 毎

晩眺めるとしヴ図鑑にのっているキノコは

図 1ライブラリー横コーナーのミニ展示“豆博士達の大活躍 !" 
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でが わょうすけ

出川洋介 (学芸員)

ほとんど暗記しており、入生田に生える

代表的なキノコならおまかせ !と頼りに

なります。特に興味のある毒キノコにつ

いては、 中毒事故撲滅のポスター ・図

鑑作りを目指してがんばっています。

「菌糸の観察」

太田修平君 (小田原市、小学 5年)

太田君は博物館の講座や観察会に積

極的に参加しており、月例調査でもお

手伝いをしてくれています。 太田君が

得意とするところは、他の人があまり見

向きもしない「菌糸Jを見つけるのがう

まいということです。普段、 私たちは野

外で植物の「花Jに相当する「キノコ」

を見つけることはできても、植物の「葉

や茎J(こ相当する「菌糸Jの存在には

なかなか気がつきません。今後、菌糸

の観察からわかったことを太田君ならで

はのユニークな自由研究にまとめてくれ

ることでしよう。

「変形菌の模型・変形菌力ルタJ

木村元美さん (山北町、小学5年)

木村さんは、友の会のオープンラボ

でも活躍し、子供達の親分格として一

目おかれています。変形菌講座や、き

のこウォッチングに参加して興味をもち、

月例調査では変形菌を担当していま

す。毎年、夏休みには、変形菌のレポー

トや、素材を工夫した模型作品を作って

いますが、木村さんが得意なのは、愉

快な変形菌のキャラクター作りです。こ

のお正月には表情のある変形菌キャラク

ターカノレタが完成しましたが、「のJか

ら始まる変形菌の和名が無いことが発覚

しました。新たな穫が見つかったら「の」

から始まる名前をつけたいですね。

「コケの観察・ヒカリゴケの研究J

森川宏輝君 (東京都、小学6年)

森川君は、はるばる遠方から月例調

査に通ってくれています。 国立科学博

物館のコケ講座に参加して、家の周り

のコケや、不思議なヒカリゴケについて

のレポートをまとめ、 2002年に野依科

学奨励賞を受賞しました。今は、変形

菌やカメムシの飼育にも取り組んでいま

す。とし、うのも、 昨年の夏、 ちょっとし



た事件があったようなので、す。家でカブ

トムシの幼虫を飼育していた水槽から、

ムラサキホコリとしづ変形菌が突如出現し

たというのですが、なぜそんなところに

発生したのかつ、今後、この謎の解明

が期待されます。

「茅ヶ崎のキノコの今」

稲垣匠君(茅ヶ崎市、中学3年)

稲垣君は、 小学生の頃よりキノコに興

味をもち、神奈川キノコの会に参加して

熱心にキノコと取り組んできました。茅ヶ

11崎から自転車で博物館まで、やってくるパ

ワーには驚きましたが、学校の行き帰り

にもキノコを探しているそうです。 2002

年秋には茅ヶ崎市内より珍しし、毒キノコ、

カエンタケを発見し標本を寄贈してくれ

ました。 1=1頃から注意深い観察を続け

ていないと得られない貴重な記録です。

丹念に蓄積し続けてきたキノコの発生記

録や分布マップを 2001年の夏休みに整

理して自由研究にまとめました。 この作

品 「茅ヶ崎のキノコの今Jは市の創意

工夫研究展で金賞を受賞し、その後、

ノそー卜 11、111と続けた地道な集大成が、

昨年、全国小中学生作品コンクールで、

文部科学大臣奨励賞を受賞しました。

「変形菌+αの共同生活」
津田莱新Eさん(藤沢市、高校3年)

漆田さんは、中学一年の夏休みに、

スギ林とマツ林で発生するキノコの種に

ついて比較調査をしました。そしてマツ

林の方に大きなキノコが多かったという

調査結果について、参考書を調べ菌根

の違いが原因では?としづ鋭い考察をま

とめました。その後、変形菌入門講座

をきっかけに変形菌に興味をもち、 2001

年の夏休みには「変形菌十 αの共同

生活Jとしウユニークな自由研究を行い

ました。この研究では、変形菌とカビ、

バクテリアなど、の微生物を様々な組み合

わせで育てると敵対してどちらかが勝

つ場合もあるが、種によっては共存した

状態を保って生活を続けるということが

わかりました。 このオリジナノレな結論は

2002年に、 日本変形菌研究会で講演

し閉会報に発表しました。研究の遅れ

ている変形菌と他生物との関係に関する

テーマで、良いところに着眼したと会員

の関心を集めました。
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「変形菌と土壌動物の関係」

矢野嵩典君 (三島市、高校3年)

矢野君は、1997年に国立科学博物

館で変形菌の企画展を見て変形菌に興

味を持ちました。 1998年の変形菌入門

講座に参加して以来、 6年間にわたり変

形菌の自由研究に取り組み、講座の講

師も務めてくれました。 土壌動物ウォッ

チングに参加して興味を広げた矢野君

は、変形菌と土壌動物との関係という

未知の分野に挑むことにしました。これ

らの相互作用については研究が大変遅

れています。 当時外来研究員として在

籍していた、松本淳氏(変形菌分類

学、現福井県総合植物園)や一津圭

氏(土壌動物生態学、現鳥取県立博

物館)にアドバイスを求め、 日本変形

菌研究会でも講演や会報への発表をし

て、積極的に先生達から助言をもらいま

した。試行錯誤の連続で決して容易な

道のりではありませんでしたが、矢野君

自身の工夫と非常に頑固な !粘り強い

継続観察により、 トビムシが変形菌の子

実体を食べていることが証明されました。

これは「変形一菌とササラタマニ ・トビムシ

の走食性を探る」としづ研究として大成

し、研究会の高橋和成先生の薦めで応

募したJSEC(〆ャハ。ンサイエンス&エンシeニア

リング・チャレンシ7の大会で、 去る 11月に
最優秀賞を受賞しました。 同内容につ

いて、 この5月にアメリカでの国際大会

(1 ntel [set)に出場して発表することとなり、

目下、英訳に苦心しています 。

弟の矢野義尚君は家の近所の土壌動

物についての自由研究を行い、 2002

年に三島市から新種の夕、ニを発見しまし

た。 これは、ダニを専門とする青木淳

一館長により「ヤノヤワラカダニj として

記載発表され、義尚君によりまとめられ

た一連の土壌動物の自由研究は、国

立科学問物館の野依科学奨励賞を受賞

しました。

このほかにも、1'1¥1保君、井上君兄弟、

渡辺さん、井手内君兄妹、北候さん姉

妹、松本さん姉妹、宮島さん、荒井君、

ほか沢山の皆さんが博物館行事や月例

調査で活躍してくれました(図 2)。

私が、 博物館に来て 6年がたちます。

あっとしづ聞のような気もしますが、 小学

一年生は卒業を迎え、中学一年生なら

高校卒業です。 私は学芸員としてどれ

だけのことができたかわかりません。 し

かし、 皆さんが楽しそうに熱中して自由

研究に取り組んで、いるのを見ていると、

勇気づけられます。青木淳一館長は常

日頃から、 自然史の研究は、とにかく、

まず、楽しくやることが一番重要 !と言っ

ています。 楽しくやるから、 自然に夢

中になることができ、 熱中して続けるうち

に、 思いがけないようなパワーがで、てく

るのでしょう !

皆さんの作品は複写をさせて頂いてラ

イブラリーに保管してあります。これから

自由研究をしてみよう !としづ方や興味

を持たれた方は、来館された折に是非、

手にとってご、覧下さい。

図2月例入生田菌類調査のーコマ (2004年 4月17日)
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展示シリーズ 11 ヒマラヤの“リップルマークの壁"

図1展示室内の“リップノレマークの壁"

リップルマークの壁のフ、ロックは実物

博物館の巨大岩盤展示の一つに“リッ

プノレマークの壁"があります(図 1)。リッ

プノレマーク (あるし、はリップノレ)とは、波、

水流、風によって堆積物の表面につくら

れる規則的な波形模様の微地形のことで

す。リップノレマークの壁は、 ネパー/レ、

ガンダキ地方に分布する約 10億年前の

砂岩居から収集されたものです。岩壁

一面の地層をそのまま運ぶことは難しい

ので、人が運べる大きさに切り出して採

集されました。岩の表面にみられる番号

は、 切り出した岩ごとにつけられたもの

です。よくみると接合部には目印も見え

ます。つまり、番号がついている部分は

実物の地層とし、うわけです。

リップルマーク

流れの種類・速さ、堆積物の粒径によっ

て様々 なリップノレがで、きます。一般に一

方向の水流により形成されたものをカレン

トリップノレ、波なとやの振動流によるものを

ウェーブリップノレ、 流れが組み合わさっ

主ヰミ!

ミヰエ|
図2リップノレの模式図上ウェーブ、リッ
プル，下 カレントリップル

た複合流によるものを複合流リップ/レ、

風によるものをクインドリップル(風紋)と

呼んでいます。例えば、海岸や干潟で

湾1)が号|し、たときにみられる波形模様のリッ

プルは、満ち潮のときに波によってつく

られたウェーブリップルで‘す。

それぞ、れのリップノレは、 形の特徴があ

ります(図 2)。前後に揺れる動きからつ

くられるウェーブリップノレの断面は、 尖っ

た峰と丸みをある谷を持ち、その山の部

分は左右対称です。一方、河川|などで

一方向流により堆積物が移動しながらで

つくられるカレントリップノレは山の部分が

非対称です。リッフ。/レの形により水流の

向き(古流向)も推定できるのです。

手で、触って~ウェーブ、つカレントつ

それでは展示されているリップルマーク

の形を見てみましょう。リップノレの断面形

は左右対称でしょうか? 展示パネノレ横

のブロックで、は横から断面の形を直接見

ることができます。リップノレマークの壁で、

は手で触ってリップノレの形を調べてみま

しよう。l峰や谷に対して直行方向に手の

ひらの指をなぞらせ抵抗の違し、から形を

とらえるのです。もしリップノレが左右対称

ならば、往復させる手のひらの感触に差

が出ないでしょう。違いがあるときは非対

称だとし、うことです。リッフ。ルの急な斜面

仮1)からなぞ、る場合に引っかかりが強く感じ

られるのです。

私もじっくり触ってみました。すると展

示のリップノレマークのほとんど、が左右非

対称型となりました。カレントリップノレで、あ

る可能性が出てきたわけです。さらに水

流の向きを意識して触ってみました。す

ると、壁の左上から右下への流れと、そ

の逆の右下から左上の流れとし、う正反対

の2方向の古流向があることに気がつき

ました。展示で、は何枚かの地層ごとにリッ

プノレマークが露出しています。どうやら

正反対の 2方向の古流向は、 リップノレ

マークの層のご、とに変化しているようです

(図 3)。これは地層の堆積環境を推測

する重要な手がかりになりそうです。

リップル指数~ウェーブ‘?カレントつ

つぎに古典的堆積学の手法で、あるリッ

プノレ指数を調べてみました。この指数は

ウェーブ、リップルとカレントリップルを区別

するためものです。リップノレの|峰と峰の
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たぐちきみのり

田口公則(学芸員)

聞の長さ(波長 :L)と谷から111条までの高

さ(波高 :H)の比率がリップノレ指数(LlH)

となります。{直が4以下ならウェーブリッ

プノレ、 15以上ならカレントリップノレとなり、

その聞で、は両方のリップノレがあるといわ

れています。この指数は、 カレントリップ

ノレは波高に対して波長が長く、 ウェーブ、

リッフ。/レは波高が比較的高いとしづ特徴

を利用したものなのです。

展示のリッフツレを十数点調べたところ、

リッフ。ノレ指数は 4~8 とし、う値となりまし

た。ウェーブリップノレ優勢と感じる結果で、

す。そう考えてみると、なるほど直線的

なリップルの間隔や形からウェーブリップ

ノレとして見えてきます。

さて、 上記の観察から展示のリップノレ

マークの解釈が二つに分かれました。す

なわち手で、触って得たカレントリップル説

と、 リッフ。ル指数から優勢とされたウェー

ブリッフ。ノレ説で、す。はたして展示のリッフ。

ノレマークはどのような環境の下で形成さ

れたのでしょう。 当然、 いつもどちらか

の00リッフ。/レだ、と単純に判断で、きるわ

けではありません。こんな時は、 いろい

ろな観点の判断を積み上げて推測する

のが有効でしょう。そんなことを考えなが

ら、 もう一度、 展示をじっくり観察してみ

ました。すると手の届かない右上部に複

雑な形のリップノレを発見しました。そのリッ

プノレは谷部に別の流れのリッフ。/レが重

なって融合しているように見えます。展

示のリップルマークはどうやら単純な流れ

だけでつくられたわけではなさそうです。

まだまだある気づいたことや疑問点の

紹介は別の機会として、今回は展示室

のリッフ。ノレマークはど、のような流れの環境

で形成されたのか、みなさんへの宿題と

して終わりにすることにしましょう。

図32方向の流れワを示すリップル
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特別展「東洋のガラパゴス小笠原
一固有生物の魅力とその危機-J
7月17日(土) - 10月31日(日)

小笠原は、東京の南約 1000kmに位置する島々です。美しい海に囲まれ、

「世界中にそこにしかし、なしリ固有生物の宝庫でもあります。この特別展では、

メグ、ロ・オガサワラトンボ ・ムニンノボタンなど、の小笠原の魅力的な固有生物

たちを中心に、さまざまな生物やその進化の様子を標本や写真 ・ビデオ映

像などで紹介します。

また、 絶海の孤島群ゆえに人為的な環境改変にもろく、多くの生き物が絶

滅に瀕している現状も紹介し、今後われわれ人聞がなすべきことを考えます。

責特別展観覧料 20歳以上(学生を除く 200円

20歳未満 ・学生 100円

高校生以下 ・65歳以上 無料
※夏休み期間中 (7/21 ~ 8/31)は開館時間を延長します。

9時~ 17時30分(入館は 17時まで)

ライブラリー通信 ロクショウグサレキンって何?

特別展室で、きのこアート展が開催されていました。 きのこアートとしづ言葉を聞

いても、まったくイメージがわかなかったので、すが、展示されていたものを見ると、

いろいろなきのこの菌糸が作り出した自然の芸術であることがわかります。 なかで

も青緑色に変色している枯れ木で、作った工芸品が目につきました。 ロクショウクcサ

レキン(緑青腐れ菌)としづきのこの仲間が、木を分解するときに青緑色の色素を

出すので枯れ木がそのような色に変色するのです。銅に緑青の錆が生じますが、

まさにその緑青の色です。

驚いたのは、その青緑色の木のチップを煮出して羊毛や絹を染める、ロクショウ

グサレ菌染めとし、うものがあるとし、うことです。 展示室には、煮出した汁に苛性ソー

ダとハイドロ抽出液を入れ酢酸で、PH5~ 6に中和して染色する、としづ説明ととも

に、染めあがった羊毛を紡いで編まれたセーターや 絹のスカーフが展示されて

いました。青緑色といってもいろいろな青緑のグラデーション、あまりの美しさにすっ

かり見とれてしまいました。

早速ライフcラリーで、ロク、ンョウグサレキンについて調べてみました。 I原色日本新

菌類図鑑IIJ、 「日本のきのこJ、「キノコの世界j としウ本に記述がありました。ま

た「きのこの 100不思議Jとしづ本には、珍品きのこ染め、 としづ項目で記述があ

ります。染色といえば地衣染めとし、うものもあり、ウメノキゴケからは紫や鮮やかな

赤い色が出ます。 I地衣染 地衣類の利用法の一つ ;黒川遺著」自然科学と博

物館 37(1)1970年にその記述があります。

以上紹介した本はすべてライブラリーにあります。

(司書篠崎淑子)

催し物への参加について
参加は無料です。また、記載のあ

る場合を除き、事前申込が必要で

す。応募多数の場合は抽選となりま

す。参加方法や各行事の詳細につい

ては、下記の連絡先までお問い合わ

せください。ホームページでも詳細

を見ることができます。

申込・問合せ先

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

企画情報部

干250-0031 小田原市入生田 499

電話0465・21-1515
電子メール p1an@nh.kanagawa-museum.jp 

ホームイーγhttp://www.city.odawara

kanagawa.jp/museum/g.htm1 
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催し物のご案内

-講演会「変形菌観察入門j[博物舘]

日時/7月24日(土)13:00 ~ 14:00 
対象/一般 事前申込不要

・野外観察と室内実習「変形菌観察

入門J[博物館とその周辺]
日時/7月 25日(日)10:00 ~ 15:00 
対象/小学生以上40人
申込締切/7月9日(金)消印有効

・野外観察と室内実習「先生のため

の地層と化石入門J[博物館と野外

( :未定)J
日時/7月 29日(木)・30日(金)・
31日(土). 8月 1日(日)
連続講座 10:00~ 16:00 
対象/教員と一般 12人(大人向き)
申込締切/ 7月9日(金)消印有効

・室内実習「サルからヒ卜への進化を

さぐるJ[博物館]
日時/8月4日(水)・5日(木)
同内容で各日開催 10・00~ 15:00 
対象/小学生~高校生各日 20人
申込締切/7月 20日(火)消印有効
・室内実習「コンビューターで地球を

見るーリモートセンシング入門編-J

[博物館]

日時/8月 10日(火)10:00 ~ 15:00 
対象/ノfソコンの使える方 20人
申込締切/7月 23日(金)消印有効
・室内実習「コンビューターで地球を

見るーリモートセンシング応用編-J
[博物館]

日時/8月 11日(水)10:00 ~ 15:00 
対象/ノ号ソコンの使える方 20人
申込締切/7月 23日(金)消印有効
・室内実習「貝のかたちを調べよう」

[博物館]

日時/①8月 12日(木)・13日(金)
② 8月 24日(火)・25日(水)同内
容で連続講座2回開催 10:00~ 15:00 
対象/小学4年生以上各国 15人
申込締切/① 7月 30日(金)② B月
10日(火)消印有効
・講義「果実と種子の観察J[博物館]
日時/8月 20日(金)13:30 ~ 1530 
対象/教員と一般 20人(大人向き)
申込締切/8月 6日(金)消印有効

・室内実習「テッポウユリの葉と花を

数えようJ[博物館]
日時/8月 27日(金)10:00 ~ 15:00 
対象/小学4年生~大学生と教員 20人
申込締切/8月 13日(金)消印有効
・講義「スゲ属植物の分類J[博物館]
日時/9月 18日(士)13:30 ~ 15:30 
対象/一般 20人(大人向き)
申込締切/9月 3日(金)消印有効
・野外観察と室内実習「大地の生い

立ちを探る (2)J [博物館と大磯E陵
(国府津~二宮)J
日時/10月 2日(士). 3日(日)
連続講座 10:00~ 15:00 
対象/小学4年生~中学生20人
申込締切/9月 17日(金)消印有効
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展示シリーズ 12 クジラつり (マツコウクジラの骨格)

図 1生命展示室内に組まれた足場 5
mに組まれた足場の上は，かなり揺れる

きっと皆さんはご‘覧になったことはない

と思いますが、博物館では定期的に展

示のメンテナンス(保守)を行っていま

す。 これらの作業はとてもたくさんの項

目・箇所にわたって行われており、数

ページで紹介できる内容ではありませ

ん。今回は吊り物の仁1]で、もっとも大きな

マツコウクジラのステンレス製ワイヤロー

プ(以下ワイヤ)を交換したので、そ

の作業の様子を中心に紹介します。

長さが 10ITIを超え、 重さが 300kgを

超える骨格1栗本が、地上 10ITIの高さに、

4 I1lI1lのワイヤ 13木で lO年近く吊され

ています(このクジラがどのようにしてこ

こへ来たのかについては「自然科学の

とびらJ6巻3号 20ページと同 7巻2

号 13ページを参照してください)。 ご存

じでしょうがワイヤは徐々に伸びて細くな

り、やがて切れます。 一度にすべての

ワイヤを替えたいところですが、十分な

図 2足場の上でクジラの頭骨を前に作
業の手jI阪を確認する

予算がありません。 そこで、最小限の費

用で最大限の安全を得るために、もっと

も大きな力がかかっているクジラの頭部

を吊っているワイヤを交換することにしま

した(図 1)。 さらに、今までは直径4

ITII1lのワイヤを使っていましたが、安全

マージンを大きく取るために直径9I1lITI 

のワイヤを使うことにしました。 ワイヤの

断面積が約5倍になったので、安心で、す。

よ~く気をつけてみると胴や尾を吊して

いるワイヤより頭を吊しているワイヤの方

が太し、ことがわかるカもしれません。

作業はまず、足場を組み、骨の状態

を惟認、します(図 2)。次にキャットウオー

ク(天井裏の通路)から新しいワイヤを

降ろし、頭骨'の吊り元につなぎます(図

3)。新しいワイヤを引き上げ、 ワイヤに

かかる力が以前と同じくらいになるように

調整します。 頭についている 3本のワ

イヤ全部をつないだ後、3本のワイヤに

かかる力が均等になるように調整し、 古

いワイヤをはずします。その後、 一部

破損していた胸椎を修復して、最後に

足場をはずして終了です。こうして、 文

章にすると実に当たり前の作業なのです

が、現場は結構大変でした。 写真から

察してください。

図3キャットウオークで、ワイヤ f
の調節 ・固定作業を行う鳶の
皆さん(左)と標本側吊具(右)。右の写真で
右側の太いのが直径9mmの新しいワイヤ、左
側の納lいのが直径4mmの古いワイヤ

ワイヤの伸びは、 コームノ号、yシア ・エ

クセノレサ(以下板根)でも、問題です

(図 4)。この木は放っておくと商(医14

では左)に傾き、根が東側J(同右)の

オレンジ色の壁(裏には翼竜プテラノド

ンがある)に後触してしまいます。 ワイ

ヤにゆるみがなし、か確認し、丸棒の長

さを調整して、なるべく直立に近い状態

を保ちます(図 5)。
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おおしまみつはる

大島光春(学芸員)

図4板根にも足場を組む O部分で根
の先が壁に接触しそうなのがわかる

図 5板根の上部を支える部分

足場を組むことや高所での作業は、

鳶i織の仕事です。 危なげのない、要

領の良い作業ぶりにはプロフェッショナ

ノレを感じます。 私たち学芸員は標本の

状態を確認し、その状況に応じて作業

の方針を決めたり、作業の仕上がりを確

認したりします。標本の保全と安全の確

保にはこうしたメンテナンスが欠かせませ

ん。今後も博物館の裏方で行われてい

る活動について紹介していきます。
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